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ブラジルの金融市場動向
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ブラジル・レアルは、対円では上昇した一方

で、対米ドルでは下落しました。また、2年国

債金利は低下しました。

週初は、米国とイランの対立による中東の地

政学リスクの高まりが投資家心理に影響を与え

たことで、リスク資産であるブラジル国債は売

られ金利は上昇しました。しかし、地政学リス

クが後退するにつれ金利は一転下落に転じまし

た。ブラジル・レアルに関しても週初はブラジ

ル・レアル安が進行したものの、その後は横ば

いでの推移となったため、結局対米ドルでは下

落となりました。

経済指標に関しては、11月の鉱工業生産の発

表があり、前月比・前年比ともに市場予想を下

回る結果となりました。また、12月のIPCAイン

フレ率の発表もあり、市場予想を上回る結果と

なりました。前月に続き、食品価格の上昇がイ

ンフレ率の上昇に寄与しました。

先週の回顧

今週は11月の小売売上高や経済活動指数など

の経済指標の発表が予定されています。

ブラジル国内では、食品価格の高騰を受けイ

ンフレ率が足元上昇しており前年比で+4.31％

となりましたが、ブラジル中央銀行の2019年の

インフレ目標値（+4.25％）と概ね一致してお

り、今後のインフレ動向が注目されます。

また、中東の地政学リスクに関しても一旦落

ち着きを取り戻してはいるものの、引き続き動

向を注視する必要があると考えられます。

今週の見通し

（出所）Bloomberg等より大和投資信託作成

※四捨五入の関係で数値とグラフの目盛りが一致しない場合があります。

ブラジル 金利推移

（出所）Bloomberg等より大和投資信託作成

ブラジル・レアル 為替推移
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